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部

会

「

プ
ロ

テ
ス

タ
ン

テ

ィ

ズ

ム

の

哲
学
者
カ

ン

ト
」

　
　

の

成
立
背
景

説

後

藤

正

　
英

　
「

プ

ロ

テ
ス

タ

ン

テ

ィ

ズ
ム

の

哲
学
者
」

と

い

う
カ

ン

ト
理

解
は、

い

つ

頃
に

ど

の

よ

う
な

経
緯
を

経
て

成
立
し
た

も

の

な

の

だ

ろ

う
か

。

こ

の

点
を

明
ら

か

に

す
る

た
め
の

手
掛
か

り
と

し

て、

本
発
表
で

は
一

九

世
紀

末
の

カ

ン

ト

解
釈
史
に

注

目
す
る
。

今
日
の

私
た

ち

の

哲
学
史
上
の

常
識

は
｝

九

世
紀
に

形
成
さ

れ
た
も
の

が

多
い

わ

け

だ
が

、

プ
ロ

テ
ス

タ
ン

テ

ィ

ズ
ム

の

立

場
に

も
と

つ

く
カ

ン

ト
解
釈
も
こ

の

時
期
に

確
定
し
た
こ

と

が

推
測
さ
れ
る

か

ら
で

あ
る

。

　

特
に

本
発
表
で

取

り
上

げ

る
の

は、

フ

リ

ー
ド

リ
ヒ

・

パ

ウ

ル

ゼ

ン

（

閃
鼠
Φ

ユ

慧

9
℃
四

巳
ω

 

梦

H

°。

偽

 

山
導

O
°。）

の

カ
ン

ト
解
釈
で

あ

る
。

パ

ウ

ル

ゼ
ン

は
、

ア
デ
ィ

ッ

ケ

ス

や
フ

ァ

イ
ヒ

ン

ガ

ー
と

並
ん
で、

文
献
学
的

カ

ン

ト

学
者
と

し

て

活

躍
し
た

人
物
で

あ
る

が
、

一

般
に

は

教

育
哲
学
者

と

し
て

の

活
動
の

方
が

よ

く
知
ら

れ

て

い

る
。

パ

ウ

ル

ゼ

ン

に

は

「

カ

ン

ト

　
プ

ロ

テ

ス

タ
ン

テ
ィ

ズ
ム

の

哲
学
者
」

（
「

八

九
九

年
）

と

い

う
論

文
が

あ
り
、

『

カ

ン

ト

　
そ
の

生

涯
と

思

想
』

（
初
版
・
｝

八
九
八

年）

の

中
で

も

同
様
の

問
題
へ

の

言
及
が
あ
る

。

パ

ウ
ル

ゼ
ン

の

論
文
は

当

時
の

知

的
雰
囲
気
を
よ

く
伝
え
て

い

る
点
で

注
目
に

値
す
る

。

パ

ウ

ル

ゼ

ン

が

カ

ン

ト

を

殊
更
に

プ
ロ

テ

ス

タ

ン

テ
ィ

ズ
ム

の

哲
学
者
と

し

て

称
揚
し
た

背
景
に

は
、

文
化
闘
争
直
後
の

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

思
想
状
況
が

あ
っ

た
。

す

な

わ

ち、

パ

ウ
ル

ゼ

ン

は、

理

性
と

信
仰
の

関
係
を
め

ぐ
る

議
論
の

中

で
、

カ
ト

リ
ッ

ク

の

「

新
ト

マ

ス

主

義
」

に

対
抗
し

う
る

哲
学
者
と

し
て

カ

ン

ト
を
称

揚
し
た

の

で

あ

る
。

　

文
化
闘
争
は、

教
皇
ピ

ウ

ス

九
世
の

時
代
に

始
ま

り、

レ

オ

＝
二

世
の

時
代
に

終
息
し

た
。

レ

オ

＝
二

世
は、

政
治
的
に

は

前
教
皇
よ

り
も
妥
協

的
な

立
場
を
と

っ

た

が
、

ト

マ

ス

哲
学
を
カ

ト

リ

ッ

ク

世
界
の

精
神
的
支

柱
と

し

て

再
生
さ
せ

る

う
え

で

極
め
て

大
き
な
役

割
を

果
た
し

た
。

レ

オ

＝
二

世
は
、

近
代

世
界
に

お

い

て

ト

マ

ス

哲
学
を
再
興
す
る

た

め

に
、

一

八

七

九
年
に

有
名
な
回
勅
『

エ

テ

ル

ニ

・

バ

ト

リ
ス
』

を
発
布
し

た
。

こ

の

回
勅
は

「

新
ト

マ

ス

主

義
」

の

思
想
的

潮
流
を
生
み

出
す
推
進
力
と

な

っ

た
。

　
こ

の

よ

う
な

知

的
雰
囲
気
の

中
で、

カ

ト

リ
ッ

ク

系
の

哲
学
者
か

ら

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

の

哲
学
者
へ

の

批
判
が

展

開
さ

れ
た

。

特
に

パ

ウ
ル

ゼ
ン

が

念
頭
に

お

い

て

い

た

の

は
、

カ

ト
リ

ッ

ク
系
の

哲
学
者
オ

ッ

ト

ー
・

ヴ

ィ

ル

マ

ン

（
○

肆
o

芝凶
＝

ヨ

碧
FH

°。

ω

ゆ

山
¢

卜。

O）

に

よ

る

カ

ン

ト

批
判
で

あ

っ

た
。

オ
ッ

ト

ー
・

ヴ
ィ

ル

マ

ン

は
、

パ

ウ

ル

ゼ

ン

と

同
じ

く
、

教
育
哲

学
者
し
て

も

名
を

知
ら

れ

た

人
物
で

あ
っ

た
。

ヴ

ィ

ル

マ

ン

の

基

本
的
立

場
は
、

大
著
『

観
念
論
の

歴

史
』

（
一

八

九
四
−
一

八

九
七）

の

第
三

部

「

近

代
の

観
念

論
」

の

中
で

展
開
さ

れ

て

い

る
。

ヴ
ィ

ル

マ

ン

は
、

近
代

以

降
の

理
性

概
念
の

主

観
化
が

偽
物
の

観
念
論

を
生
み

出
し

た

の

で

あ

り、

そ

の

よ

う
な
潮

流
の

代
表

者
が
カ

ン

ト

で

あ
る

と

解
釈
し
た

。

　
パ

ウ

ル

ゼ
ン

は
、

ヴ
ィ

ル

マ

ン

に

代
表
さ

れ

る

よ

う
な

カ

ン

ト
批
判
に

対
し
て

、

カ

ン

ト
を

擁
護
し

よ
う
と

し
た

。

パ

ウ

ル

ゼ
ン

の

理

解
で

は、

知
性
の

独
断
論
に

対
抗
し、

外
的
な

権
威
に

対
し

て

良
心
の

自
由
を
強
調
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し

た

点
で、

宗
教

改
革
か

ら
カ
ン

ト

へ

の

道
筋
は
一

本
線
で

つ

な
が
っ

て

い

る
。

パ

ウ

ル

ぜ
ン

に

よ

る
と、

カ

ン

ト
が

批
判
の

対

象
と
し
た
ヴ
ォ

ル

フ

哲
学
は、

中
世
カ

ト

リ
ッ

ク

の

ス

コ

ラ
哲

学
の

再
現
と

い

っ

て

よ
い

存

在
で

あ
っ

た
。

パ

ウ

ル

ゼ
ン

は、

思
弁
的
理

性
に

も
と

つ

く
独

断
論
で

あ

る
と
い

う

点
で、

カ

ト
リ
ッ

ク

と
カ

ン

ト
以

前
の

合
理
主
義
の

哲
学
者
を

共
通
の

批
判
の

俎
上

に

乗
せ

よ
う
と

し

た
。

さ
ら
に

、

パ

ウ
ル

ゼ

ン

に

よ

れ
ば、

カ

ン

ト

の

理

性
の

自
律
は、

ル

タ
ー
が

信
仰
に

関
し
て

地
上
の

外

的

権
威
に

服
従
す

る

こ

と

を

批
判
し

た

点
と

軌
を
一

に

し
て

い

る
。

教
皇

で

さ
え
も

誤
り
う
る

の

で

あ
り、

カ

ン

ト
が

自
ら
の

内
な
る

良
心
を

真
理

の

最
終
根
拠
に

し

た

こ

と

は
、

ル

タ

ー
の

精
神
と
一

致
す
る
の

で

あ
る

。

ド
ス

ト
エ

フ

ス

キ

ー

と

カ

ン

ト

元

春

智

裕

　
ゴ

ロ

ソ

フ

ケ

ル

の

著
書
『

ド
ス

ト

エ

フ

ス

キ
ー

と

カ

ン

ト
ー

「

カ
ラ

マ

ー

ゾ
フ

の

兄

弟
」

と

カ
ン

ト

の

「

純
粋
理
性
批
判
」

に

つ

い

て

の
一

読

者
の

思
索』
（
鬥
O
員
ooo

団
図
Φ

冒

訟゚

O
‘

員
oo
門
o
 

零
国

出
陣

国

国
田
肖
」
零
ω゜

モ

ス

ク
ワ
）

は
、

本
書
の

副
題
が
示

す
よ
う
に、

ド

ス

ト
エ

フ

ス

キ
ー

が

い

か

に

カ

ン

ト
の

『

純
粋
理

性
批
判
』

を
読
ん
だ
の

か

と

い

う
こ

と

が
テ

ー

マ

で

あ
り、

ド

ス

ト

エ

フ

ス

キ

ー
に

よ
る
カ

ン

ト
批
判
を
扱
っ

た
ユ

ニ

ー

ク

な
内
容
と

な

っ

て

い

る
。

　
『

カ

ラ

マ

ー

ゾ
フ

の

兄
弟
』

の

中
に
、

カ

ン

ト
が

『

純
粋
理

性
批
判
』

「

先
験
的
弁
証

論
」

に

お

け
る

ア

ン

チ
ノ

ミ

ー

の

問
題
が

、

登
場
人

物
の

対

話
の

前
提
と

な
っ

て

い

る
こ

と

を
、

ゴ

ロ

ソ

フ

ケ
ル

は

指
摘
し

て

い

る
。

 
世
界
は

時
間
に

お

い

て

は
じ
め

を

持
ち

、

空

間
に

お

い

て

そ

の

広

が

り

に

何
ら
か

の

限
界
を
持
っ

て

い

る

の

か、

そ

れ
と

も

世
界
は

無
限
で

永
遠
な
の

か

？

　
 
ど
こ

か

に

（
も
し
か

し
た
ら、

私
の

思

惟
す
る

《

わ

れ
》

の

中
な
り
と
も

）

分
割
で

き
ず

破
壊
さ

れ
な
い

統
一

が

存
在
す
る
の

か
、

そ

れ
と

も
す
べ

て

は

分
割
さ
れ、

破
壊
さ
れ

う
る

の

か

？

　
 
私
は

自
分
の

行
為
に

お

い

て

自
由
で

あ
る

の

か
、

そ

れ
と

も、

他
の

存
在
と

同

じ
よ

う
に

、

自
然
と

事
物
と

自
然
の

秩
序
は
私
た
ち
が
あ
ら
ゆ

る

研
究
を

通
じ
て

問
題
に

す
べ

き

最
後
の

対
象
で

あ
る
か

？

　
 
世
界
の

最
高
原
因

は

存

在
す
る

の

か
、

そ
れ

と

も
、

自
然
の

事
物
と

自
然
の

秩
序
は

私
た

ち

が

あ
ら

ゆ
る

研
究
を
通
じ

て

問
題
に

す
べ

き
最
後
の

対
象
で

あ
る

か

？

　

カ

ン

ト

的
ア
ン

チ
テ

ー

ゼ

（

無
神
論
）

を
体
現
し

た
イ
ワ

ン

の

知
性
の

悲
劇
を

中
心
に

議
論
が
進
め
ら
れ

て

い

く
。

カ

ラ

マ

ー
ゾ
フ

老
人
を

殺
し

た

の

は

科
学
で

あ
り、

無
神
論
的
な

自
由
な
知
性

、

哲
学
の

知
性、

イ

ワ

ン

の

知

性
が
カ

ラ

マ

ー
ゾ
フ

老
人
を

殺
し

た
。

こ

の

知
性
が

象
徴
的
な
悪

魔
目

殺
人
犯
と

い

う
こ

と

に

な
る

。

「

も
し

神
が
い

な

け
れ
ば

す
べ

て

が

許
さ

れ
る
」

と

い

う
イ
ワ

ン

の

語
る

命
題
は、

カ

ン

ト
の

「

先
験
的
弁
証

論
」

に

お

け

る

ア
ン

チ
ノ

ミ
ー

を

前
提
と

し

て

い

る
。

イ

ワ

ン

の

知
性
が

最
終
的
に

破

綻
し

、

イ
ワ

ン

の

思
想
を

忠
実
に

実
行
し
た
ス

メ

ル

ジ
ャ

コ

フ

は

自
殺
し、

ま
た

、

イ
ワ

ン

も
狂

気
へ

と

追
い

や
ら
れ

て

し
ま
う

。

　
カ

ン

ト

自
身
は

道
徳
的
な

実
践
理

性
の

領
域
に

お

け
る

定

言
命
令
に

よ

り、

こ

の

ア

ン

チ
ノ

ミ

ー

の

両
極
間
に

お

け
る

無
限
の

往
復
運
動
か

ら

の

脱
出
を
図
っ

た
。

し

か

し
、

ド

ス

ト
エ

フ

ス

キ
ー

に

お

い

て

は

そ

う
し

た

解
決
は
と
ら
れ

な
か

っ

た
。

良
心
の

声
の

う
ち
に

神
の

存
在
を
感
じ
て

い

な
が

ら、

神
が

あ
る

か

な

い

か

を
知
ら
な
い

と
い

う
イ
ワ

ン

的
な

知
性
の

｛1321）229

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


